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国民経済の発展速度

第1表　諸量対前年増加率

年次

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1952－57
増加率

1952－57
年平均
増加率

1基本建「生産用

設投資i固定資産

　（％）

　85．5

　86．O

　l2．8

　2．0

　59．9

－
7．4

93．0

217，0

26．　0

6，7

13．3

12．5

13．6

18，6

16．8

26．9

100．9

15．0

工業投資

69．0

34，9

12．3

58．　6

　6．2

139，0

328．4

工業以

外投資

93．3

　1．2

－
4．6

59．6

－
17．4

42．、6

146．8

33．8　　　　19，8

比農業

生　　産

21，2

14．4

9．4

6．6

16．5

1：8

48．0

67．7

工業生産

30．3

30，2

16．3

5．6

28．2

11．4

66．2

128．4

農　業

生　産

15．3

3．1

3．3

7．7

4，9

3．5

25．0

24．7

11．O　　 IL8　　　4．5

国　民

所　得

22．3

14．0

5．7

6．5

14．0

4．6

34．0

53．0

8．9

年次

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

財政収入

35．5

23．9

20，5

3．7

5．7

7．9

34．9

1952－57
増加率

1952－57
年平均
増加率

76。　6

12．1

財政支出

41．1

28．0

14．6

9．3

13，6

5．1

41．1

72．9

11，6

職　　員

労働者数

職員労
働者平
均賃金

23．3

15．5

3．O

l，4

27，0

1．1

84，9

11．2

4．6

2．6

14．2

4．4

3．0

55．1　　　　42．8

9．2 7．4

農民収入

6．9

3。6

9．0

3．0

2．9

11．7

実質賃金

7．8

2．3

3．1

14．3

2．2

3．3

　　E
27．91　　　31．5

・5．0 5，6

卸売物』

価指数

一
1。3

　0．4

　0．6

－
0．5

　0．9

　0．0

0．0

0．0

小売物

価指数

　3，2

　2．2

　’O．8

　0．0

　2．　2

－ 0．3

8．3

1．6

（備考）　（1＞生産用固定資産は筆者推定、論文1・附録参照。

　　　　㈲　生産用固定資産以外は国家統計局編「偉大な十年』外文出版社

　　　　　　（北京）より計算。

　　　　（3）実質賃金は（職員労働者平均賃金）÷（小売物価指数）を意味

　　　　　する。　　　　　　　　　　　　　　　、

、20
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よ定数わ
りレのれ
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国民経済の発展速度

　更一あ率の　る平合（iii）に五りで住（ii）
　レ・　’あ宅
盗寒秀董奪阜噛

をでの　゜校ll
高あ増第・sく　つ加　2　病｝評

　増は外のと

奈翼、雑離
　は常しす前
　な的てる者
　いにい

゜

　　　　　は　゜大てゐ2操
　　　　の業　何き
　れ文lii増度
讐五｝娯

　よ三のの昇
　Yl五最重
　ゐ1五ケ小思
　の七年値味
　増年のは9
　加の増σ
・率四加と後

　が年率同者
　高間はじは
　いで三く建
　こは九人設
　とわ五口投
　がづ．％増資
　’かで加中

均理

尋碧

省9

整奮

窪選

葎五

警葦

學h
譲葦

袈篁

箸姿

型葎

ヒ響

．いは
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国民繍の発展瀬

　　　　第2表　投資増加率を定ある諸量

年 次

19s2

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1952－57

増加率

L
　1952－57
年平均増加率

△h

h

　（％）

85．5

86．6

　12．8

　2，0

　59。9

－7．4

　93．0

217．0

26．0

△b，

bl

　（％）

＿
31．6

－ 28．4

－
2．8

　2．7

＿
18，3

　4．1

＿
79．7

＿
39．2

hl

ん

（％）

　63

　57

　63

　72

　74

　75

　86

＿

，．　，i

σノ

　（％）

－
2．5

＿
7．7

　10．2

　11．5

　0．1

　18．7

－
40．1

年 次

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1952－57

増加率

　1952－57
年平均増加率

σ

bl　Xl　△ゐ1

12κ2　ゐ1
　　　△62
　　＋ゐ2

1訟

11：；

il：1

21：；

47．7

8．ユ

　（％）

－
21．0

－
20．2

　2，0

　7．4

－
11．6

　14．2

－
69．3

△h2　　　　　△ゐ1
h2　　　　　　　h，

　（％）

　14e　3

＿　　2

－　19

　31
　　11

＿　14

180

22．9

（％）

　92

　23

　25

　43

　17

　77

395

37．5

（備考）　（1）ん1／hは「偉大な十年』58頁、△h2／ん1△li2／ゐ、は同59頁による。

　　　　（2）その他は論文1．9，10，11表による。

　　　　　　ただし畿簡（一・）／K，・←i）とする．な1まKl1←1）・・K・2（一・　i）は、則

　　　　　　年度の数宇を意味する。
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　　　　　　　　　　　　国民経済の発展速度

の五事は1　る打ののあ表　r1支るがる
力年と）Vlq利゜消年はつの次r2出゜’°

　よ）なをは潤
　りのる増各率
強外゜加年め

　くは結せ正変
　”局し値動
塾き嫉碧募弩

にi第゜るい
はqlしかてλ1の部からも
がみ門しNl同
上ががなを様
昇λ1資が増に

　しを本ら加考

率さ的とめ来

すはげて通にはさ又五先
方相しPlり生考れ五二ず
向対いをで産えてケ1

講芒干葬ド奮慮ぞ魁劣§
覧め五せq費量N1見どil〈
　る六しは資筒）L2て等ざ
そ方．め五料とのも号十

性P・事しの加同活てり

　　蒙覆釜　　　　　　

と変そ術外と　　　　　　・利としてと動の革負第　潤して1い
なを他新で4　率ている
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国民経済の発展速度

第3表　　消費支出と個人収入（単位億元、不変価格）

年 次

消費支出

個人収入

1952

512．9

514．5

1953 1954

578，3　　　577，0

S93’　8 i　57＆4

1955

627．2

627．3

1956 1957

　　卜
685．2　　713．6

725．2　　　743。8

1958

815．8

951．3

（備考）　（1）消費支出ρp2＝αγと考え、αは論文1．附録による。

　　　　　　Yは牛中黄『我国国民収入的積累和消費』23頁値と『偉大な十年』
　　　　　　19頁の指数とより計算1（不変価格に換算）

　　　　（2）個人収入はY，＋Zであり、Y、は論文1附録よりY－　Y，として計算

　　　　　　す。

　　　　　　Zは『偉大な十年』22頁の財政支出の総計から経済建設費をのぞ

　　　　　　いた額（不変価格に換算）。

第4表　相対価格の変動

年　　次

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

△ （男P

（PlP2）

　（％）

　0。2

－4．4

－
1。8

－
0。1

－
0．5

－
1．2

　0．0

△ん

一万一一σ

（％）

0．8

4．3

9．5

6．　9

12．3

2．3

△CI

α

（S）

一
1・51

　5．41

　1．9

　3．0

blXl　△bi
L　r　　　　b2x2　　b，

一一一 1．2

－
14．7

　（％）

－
14．8

－
13．6

－
　1．4

　L4
＿

10。6

　2．5

－一　53．O

A色
　b2

　（％）

－
6．2

＿
6．6

　3．4

　6．0

－
1．O

　l1，7

－
16．3

ゐ1i阪　△ゐ1

磧2°　Tl
　　　△62
　　＋一コ穿

　（％）

一一 21．0

－ 20，2

　2。0

　7．4

－
ll．6

　14．2

－ 69，3

（備考）　（1）論文1第9，10，11表より作製。
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に
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れ
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〈　6
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登
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な

わ
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な
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昇
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国民経済の発展速度

第5表　生産手段部門の利潤率

年　次

1952

1953

1954

1955

1956

1957、

1958

1952－57
増加率

1952－57
年平均値

r1

0．548

0．495

0．473

0．406

0。311

0，284

0．314

0．420

△入1

λ1

（％）

△α

一
一一　tr

　α

（％）

　3．6　　　0．8

　1．5　　　4．3

　4．7　　　9．5

　7．3　　　0．9

　2．1　　12．3

－
　2．3　、－　2．3

16．4

3．1

△α

α

（％）

一
　1．5

－
5，4

　1．9

＿
3．0

－
　1．2

－
14．7

（53．2）1　　　　9，l

　　I

8．9 1．9

△b2

ゐ2

　（％）

＿
6．2

－
6．6

　3．4

　6．0

＿
　1．O

　ll．7

∴16．3

13．2

2．5

△α1

　　一ρ
α正

（％）

一
16．9

－
9．4

＿
7．6

＿
17．4

＿
6．6

－
71．7

（－37．1）

9．3

△αt

α1

　（％）

－
30．4

－
24．1

＿
11．7

＿
9．7

－
2．99

－
8．8

＿
74．9

一
61．1

一
17．2

△P

ρ

（％」

，＿ 7．2

－
2．3

－
2．1

－
12．5

＿
2．2

＿
3．2

＿
24．0

5．3

（備考）　λ1の計算は生産手段部門の利潤＝（1一λ1）XtP、なる関係式により、生

　　　　産手段部門の利潤として、生産手段部門からの財政収入を代用し、そ

　　　　の値は上妻隆栄「国民経済バランスの方法論的考察」、『東亜経済研

　　　　究』第36巻第1号p．41、第田表，第D（表より計算したgその他のもの

　　　　はすべて論文1．第9，10，11表による。
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国民経済の発展速度

第6表　消費資料部門の利潤率

年　　次
雪

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1952－57
増加率

1952－57
年平均値

r2

0，350

0．404

0．477

0．471

0．422

0。433

0．330

0．426

△λ2

λ2

（％）

3．9

4．9

0．4

3．4

0．7

7．7

2．0

0．4

△α

一一一一．
（ア

α

（％）

　0．8

　4．3

　9．5

　6．9

　12．3

－
2．3

（53．’2）

8．9

△α

α

（％）一

一
1．5

－
5．4

　1，9

－
3，0

－
1．2

－
14．7

一
9．1

1．9」

△b2

b2

　（％）

一・
6，2

＿
6．6

＿
3．4

　’6．0

－
1．0

　11．7

－
16．3

13．2

2．5

年　　次

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1952－57
増加率

1952－57
年平均値

△bl

bi

　（％）

－
31．6

＿
28．4

＿
2．8

　2．7

－
18．3

　4．1

－
79，7

＿
39．2

9．4

△μ　　　△α2

一十｝存　　　a2

　　　△ρ

　　　ρ
（％）

一
2．4

＿
9．2

　0．2

－
0．1

－
10，9

＿
7．0

（－19．3）

一
4．2

△μ

μ

（％）

一
4．6

－
9．9

－
3．8

－
7，0

－
13．8

　12．2

一
33．7

7．9

△a2

a2

　（％）

－
10．6

－
5．1

－
1．6

　1．9

－
5，6

　0．7

－
22．2

9．6

2．　0

r2｝r1

一
〇．198

rO．091

　0．004

　0．065

　0．lll

　O．149

　0．Ol6

0．006

（備考）第5表と同様にして計算。ただしμの値は（3・3）より得られるα2PtP3＋b2Pl

　　　＝＝λ2P2なる関係式より算出す。
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国民経済の発展速度

附　⑤④③②①
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